
月

日
～

日
の

10

22

23

日
程
で
、
三
沢
市
で
日

本
平
和
大
会

三
沢
が

in

開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
平
和
大
会
は
、

平
和
を
脅
か
す
根
源
に

あ
る
日
米
軍
事
同
盟
と

米
軍
基
地
を
な
く
す
こ

と
を
め
ざ
す
大
会
で
、

全
労
連
な
ど
の
広
範
な

労
組
、
平
和
・
民
主
団

体
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
が
主
催
。
海
外
へ
の

出
撃
拠
点
・
米
軍
三
沢

基
地
へ
、｢

憲
法
守
れ
、

基
地
は
い
ら
な
い｣

の
声

を
持
ち
よ
ろ
う
と
大
会
参
加
を
よ
び
か
け

て
い
ま
す
。

県
実
行
委
員
会
や
地
域
実
行
委
員
会
が

結
成
さ
れ
、
県
労
連
は
２
０
０
人
の
参
加
、

三
八
実
行
委
員
会
は
１
２
０
人
の
参
加
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
地
労
連
幹
事
会
は
大

会
成
功
の
た
め
に
、
参
加
目
標
を

人
40

に
設
定
し
ま
し
た(

参
加
要
請
数
は
各
組

合
に
連
絡
し
て
い
ま
す)

。
ま
た
、
予
備

費
か
ら
参
加
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
八
戸
か
ら
は
、
自
家
用
車
相
乗

り
で
の
参
加
予
定
で
す
。
地
域
実
行
委
員

会
と
し
て
調
整
し
ま
す
の
で
、
相
乗
り
希

望
の
場
合
は
参
加
申
込
書
に
そ
の
旨
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は
地
労

連
宛
に
提
出
し
て
下
さ
い(Fax

４
７-

８

８
８
６)

。

大
会
参
加
の
日
程
等
は
９
月
末
の
地
域

実
行
委
員
会
で
確
定
す
る
予
定
で
す
。

大
会
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時

／

午
後
３
時

分
～

10

22

30

開
会
集
会

／

９
時
～

10

23
分
科
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

会
場

三
沢
市
公
会
堂(

開
会
集
会)

な
ど

国
際
交
流
シ
ン
ポ
／
自
衛
隊
を
戦

場
に
送
る
な
！
／
基
地
撤
去
の
世

論
と
運
動
を
つ
く
る
／
沖
縄
と
連

帯
／
被
災
地
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
安
保
を

考
え
る
／
子
ど
も
た
ち
、
青
年
に

迫
る
戦
争
／
核
兵
器
廃
絶
／
三
沢

基
地
入
門
／
映
画
ザ
・
思
い
や
り

上
映
／
動
く
分
科
会

地
労
連
は
９
月

日
の
幹
事
会
で
、

13

２
０
１
６
年
度
自
治
体
要
望
書
の
作
成
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
要
望
書

は
八
戸
市
に
提
出
す
る
も
の
で
、
各
組
合

・
組
合
員
の
要
求
を
も
と
に
作
成
し
ま

す
。

内
容
は
、
雇
用
と
賃
金
、
市
民
生
活
、
教

育
と
子
育
て
、
平
和
の
課
題
の
４
分
野
に

つ
い
て
で
、
医
療
や
年
金
、
雇
用
対
策
、

学
校
の
問
題
等
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
要

望
を
八
戸
市
に
対
し
て
行
い
、
文
書
で
の

回
答
を
求
め
る
も
の
で
す
。

要
望
事
項
の
提
出
は

月
末
。
そ
の

10

後
検
討
会
を
開
き
、
幹
事
会
で
原
案
を
作

成
し
て
各
組
合
に
意
見
を
聞
き
、

月
12

に
確
定
す
る
予
定
で
す(

提
出
も

月)

。

12

要
望
は
、
各
組
合
役
員
ま
た
は
地
労
連
事

務
局(Fax

４
７
︱
８
８
８
６)

に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
各
組
合
で
は
役
員
で
討
議
し
、

組
合
員
の
意
見
を
く
み
上
げ
、
要
求
を
実

現
す
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

県
教
組
三
八
支
部
は
８
月

８
日
と

日
、
毎
年
恒
例
の

12

教
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
し
て
三

八
管
内
の
各
教
育
委
員
会
を

訪
問
、
い
く
つ
か
の
課
題
で

の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
の
柱
は
、
人
事
評
価
、

多
忙
化
解
消
、
学
校
支
援
と

子
ど
も
支
援
の
３
点
。

給
与
に
反
映
す
る
人
事
評
価
は
今
年
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
教
育
現
場
に
分
断

を
持
ち
込
む
も
の
と
し
て
職
場
か
ら
強
い

反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
組
合
は

懇
談
に
あ
た
っ
て
、
こ
う
し
た
意
見
を
踏

ま
え
て
発
言
し
、
各
教
委
の
コ
メ
ン
ト
を

求
め
ま
し
た
。
教
委
か
ら
は
、｢

先
生
方

が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
よ
う
で
は
困
る
。
人

事
評
価
は

結
果
的
に
全
員
Ｂ
評
価
に
な

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。(

今
回
の)

給
料
に

反
映
さ
れ
る
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

は
、
も
う
少
し
丁
寧
に
扱
っ
て
ほ
し
か
っ

た｣

等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

多
忙
化
解
消
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
残
業

デ
ー
や
部
活
動
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の

移
行
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
・
子
ど

も
支
援
に
つ
い
て
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や

支
援
員
の
学
校
配
置
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
状
況
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
当
面
の
日
程
】

９
月

日

八
戸
医
療
生
協
健
康
ま
つ
り

25:

福
祉
公
民
館
＆
体
育
館

9
00

労
働
法
制
。
全
国
最
賃
署
名
等

９
月

日

核
兵
器
廃
絶
国
際
デ
ー

26:

三
春
屋
前

15
00

９
月

日

消
費
税
街
宣

:

三
春
屋

28

13
30

月
１
日

国
民
救
援
会
講
演
会

10

:

シ
ー
ガ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

13
30

｢

松
川
事
件
と
現
在
の
情
勢｣

月
２
日

教
育
講
演
会

:

10

13
00

ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー

月
９
日

６
・
９
行
動

:

三
春
屋

10

13
30

月

日

地
労
連
幹
事
会
④

10

11:

教
組
事
務
所

18
30

月

日

秋
レ
ク

:

ま
つ
り
ん
ぐ

10

16

9

00

月

日

年
金
者
一
揆

:

は
っ
ち

10

17

14

00

月

日

日
本
平
和
大
会

三
沢

10

22

in

:

三
沢
市
公
会
堂
～

日

15

30

23

月

日

県
高
齢
者
大
会

10

29
月

日

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

10

30反
対
！
県
集
会

:

青
森
駅
前

12

00

※
金
曜
行
動
は
毎
週

:

市
庁
前

17

30

三八地方労働組合総連

合(地労連)● 2016 年 9
月 21 日発行・150 号●
八 戸 市 柏 崎 一 丁 目

10-34 5 0178-47-8886

労働法制改悪反対、全国一律最賃を！

4/17 F16空爆反対・オスプレイ来るな！三沢集会

第17回教育講演会
日時 10 月 2日(日)13:00～
会場 スポーツ研修センター(長根)
内容 映画上映と講演
・種まきウサギ－フクシマと向き合う
青春(映画)

・原発事故と平和、地域の課題と向き
合う高校生たち(講演)

資料代 500 円/｢ゆきとどいた教育｣主催

９
・
５
金
曜
行
動(

１
７
９
回
目)

教育キャラバンを実施
－県教組三八支部

分科会



月

日
午
後
２
時
か
ら
は
っ
ち
で
、

10

17

年
金
一
揆(

今
年
か
ら｢

年
金
者
一
揆｣

か

ら｢

年
金
一
揆｣

に
変
更
し
ま
し
た)

が
行

わ
れ
ま
す
。
主
催
は
、
年
金
者
組
合
三
八

支
部
や
地
労
連
、
新
婦
人
八
戸
支
部
等
に

よ
る
年
金
一
揆
三
八
実
行
委
員
会
。

年
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
年
金
１
０

０
万
署
名
の
取
り
組
み
や
特
例
水
準
廃
止

に
か
か
わ
る
給
付
訴
訟(

年
金
違
憲
訴
訟)

が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
削
減
反
対
の
運
動

が
高
ま
る
一
方
で
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
は
年
金
支
給
年

齢
繰
り
延
べ
も
検
討
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

参
院
選
直
後
に
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

(

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独

立
行
政
法
人)

が
発
表
し
た

２
０
１
５
年
度
の
運
用
状
況

で
は
、
５
兆
３
０
９
８
億
円

の
赤
字
で
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
４
月
～
６
月
の
運
用
実

績
も
、
５
兆
２
３
４
２
億
円

の
赤
字
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
年
余
の
間
に

兆
円

10

も
年
金
積
立
金
が
消
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。問

題
の
根
底
に
は
、
安
倍
内
閣
が
14

年

月
に
そ
れ
ま
で

％
だ
っ
た
株
式

10

24

の
運
用
比
率
を

％
に
引
き
揚
げ
た
こ

50

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
国
民
の
重
要
な

財
産
で
あ
る
年
金
積
立
金
を
使
っ
て
株
式

に
投
入
、
海
外
か
ら
の
投
機
マ
ネ
ー
も
呼

少
子
高
齢
化
対
策
を
口
実
に
給
付
削
減
が

強
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
年
金
一
揆
は

こ
う
し
た
策
動
に
抗
し
て
、｢

若
者
も
！

高
齢
者
も
！
安
心
で
き
る
年
金
を
！｣

と

全
国
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

９
月

日
に
開
催
さ
れ
た
実
行
委
員

14

会
で
は
、
集
会
内
容
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
デ

モ
行
進
実
施
等
を
確
認
、
年
金
生
活
者
を

中
心
に
、
多
く
の
参
加
で(

昨
年
は

人
71

の
参
加)
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
合
意
し
ま

し
た
。
平
日
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、

可
能
な
範
囲
で
各
組
合
か
ら
の
参
加
を
よ

び
か
け
ま
す
。

び
込
ん
で
実
体
経
済
と
は
か
け
離
れ
た
株

価
つ
り
上
げ
で｢

経
済
回
復｣

を
見
せ
か
け

る
た
め
に｢

利
用｣

し
て
き
た
の
で
す
。
つ

ま
り
年
金
積
立
金
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
失
敗
を
隠
し
、
株
価
上
昇
を
演
出
す
る

た
め
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

「
運
用
」
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
金
者
組
合
は
、
７
月

日
厚
労
省

14

と
交
渉
し
、
年
金
積
立
金
の｢

リ
ス
ク
の

高
い
株
式
投
資
へ
の
危
険
な
運
用
は
中
止

を
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
安
倍

首
相
や
塩
崎
厚
労
大
臣
、
高
橋
年
金
積
立

金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
あ
て
の
抗
議

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
宛
先
と
文
例
は

年
金
者
組
合
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す

。

な

お

、GPIF

は

Governm
ent

Pension
Investm

entFund

。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

に
取
り
組
も
う

広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
が
呼
び
か
け
た

核
兵
器
廃
絶
署
名
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
署
名
は
、｢

す
み
や
か
な
核
兵

器
廃
絶
を
願
い
、
核
兵
器
を
禁
止
し
廃
絶

す
る
条
約
を
結
ぶ
こ
と
を
、
す
べ
て
の
国

に
求
め
ま
す｣

と
い
う
被
爆
者
の
訴
え
へ

の
賛
同
署
名
で
、
２
０
２
０
年
ま
で
、
全

世
界
で
数
億
の
署
名
を
目
標
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
毎
年
、
国
連
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
組
合

に
は
、
県
本
部
を
通
じ
て
署
名
用
紙(

全

労
連
名)

が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

必
要
な
場
合
に
は
地
労
連
事
務
局
に
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
毎
月
の
６
・
９
行
動

で
も
こ
の
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

６
・
９
行
動
の
当
面
の
予
定
は
次
の
通
り

で
す
。

○

月
９
日(

日)
:

三
春
屋
前

10

13
30

○

月
６
日(

日)
:

三
春
屋
前

11

13
30

戦
争
法
の
廃
止
を
！

戦
争
法
強
行
か
ら
１
年
の
９
月

日
19

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
三
八
連
絡
会
は
三

日
町
交
差
点
付
近
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
お

よ
そ

人
。
内
田
弘
志
代
表
委
員
が
、

70
８
・
２
８
朝
市
署
名
、
隣
は
私
学
署
名

南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
予
定
の
自
衛
隊
に

「
駆
け
つ
け
警
護
」
等
の
新
任
務
付
与
が

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
戦
争
法
の
危
険
性
は

明
白
、
廃
止
の
た
め
の
国
民
的
共
同
を
強

め
よ
う
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
は
、
日
本
共
産
党
の
松
橋
三
夫
さ
ん
、

八
戸
市
議
の
苫
米
地
あ
つ
子
さ
ん(

日
本

共
産
党)

、
八
戸
医
療
生
協
の
宮
沢
守
さ

ん
、
新
婦
人
八
戸
支
部
の
一
山
恭
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
ま
し
た
。
苫
米
地
あ
つ

子
さ
ん
は
、
市
議
会
で
八
戸
市
長
に
対
し

て
、
戦
争
法
に
反
対
し
市
民
と
平
和
を
守

る
立
場
に
立
つ
よ
う
強
く
求
め
た
こ
と
を

述
べ
ま
し
た
。

東
京
か
ら
仕
事
で
来
て
い
る
と
い
う
人

も
参
加
、
ど
こ
か
で
や
っ
て
い
る
は
ず
と

探
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
戦
争
法
廃
止
の

ポ
ス
タ
ー
を
一
緒
に
掲
げ
ま
し
た
。

秋のレクinおおのキャンパス

日時 １０月１６日(日)9:00集合

集合 長者まつりんぐ広場

会費 1000円(BBQ、パークゴルフ)

申込 地労連(Fax 47-8886)

※小雨決行、アルコール類は各自で。

焼きそばがBBQに含まれています。

※移動手段は自家用車相乗りです。

10/17年金積立金
－危険な運用の中止を

９
・
１
９
戦
争
法
廃
止
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ




